
奨学金受給者からの感謝の声 
 

奨学金を受給した学生やクラブから、ご支援をいただきました皆さまに感謝の声が届いて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は親を亡くし家計急変奨学金の給付を受けました。一時は大学を退学することも視野に入れ

ていましたが、この奨学金に採用されたことにより、なんとか学業を続けることができました。 

今年度はそのおかげもあり、勉学に勤しむ時間が増えたため、昨年度落としてしまった単位も全

て取り返すことができ、感謝しています。 

今後は自力で学費を納付することを目標に、アルバイト・学業共に頑張っていこうと考えてい

ます。大学を退学する可能性があったこともふくめて考えれば、この家計急変奨学金は単なる学

費納付のためだけではなく、より多くの意義を持っているものだと感じました。 

法政大学家計急変奨学金の給付を受ける前に日本学生支援機構の奨学金も受けていましたが、

家庭の事情により大学の学費を支払うことも困難となり、家計急変奨学金の給付を受けることを

希望しました。 

無事にこの奨学金の給付を受けることができることとなり、安心して大学での勉学に励むこと

ができました。また他の多くの奨学金と違って返済の必要がなく、将来負担になるようなことが

ないのも嬉しい点だと思います。家計急変により修学が困難となった私にはとても助かる制度で

した。 

今後も将来の自分の糧になるようしっかりと大学での勉学に励み、そして卒業した後に社会で

活躍することで少しでも法政大学への恩返しができるよう努力していきたいです。 

二年生の春学期、家庭の事情により急に学費の捻出が困難になり、もう大学を辞めるしかない

のかと途方に暮れていました。その時にこの法政大学家計急変奨学金の存在を知り、慌てて申請

をしたところ支援を受けることができました。その後、少しの不安は残りましたが支援を受ける

以前よりも勉学に集中できるようになり、また、この奨学金のお蔭で私は学べているのだとます

ます勉学に励むようになりました。 

今こうして修学を続けられていることにとても感謝しています。今後は、支援をしていただい

たことに対しての感謝を忘れず、勉学だけでなく社会貢献活動に力を入れていきたいと考えてい

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母が失業したことで今以上に収入面が厳しくなり大学に通うことが厳しくなるのではと退学

も考えましたが、こちらの奨学金のおかげもあり無事学費も払うことが出来ました。そのおかげ

で無事単位もひとつも落とさず全て修得し、4年生に進級することが出来ました。 

3月に突入し、就職活動が始まったので、内定を頂けるように今いっそう面接や勉強に全力を

尽くすつもりです。もちろん、就職活動に気を取られず、残りの単位修得にも努めようと思いま

す。現時点で、卒業までに必要な単位は残りわずかではありますが気を緩めず授業にも力を入れ

たいと思います。 

いまだ母の再就職先は決まっておらず年齢的に今後決まるかもわからないためできれば本奨

学金の増額がなされればありがたいと思います。 

私は3年生4年生と2年間に渡り、この家計急変奨学金のお世話になりました。 

私の場合、父が急に倒れ私自身凄く戸惑っていました。3年の半ばということもあり、まだ1

年間は学生生活があります。そして日本学生支援機構の奨学金を受けているということもあり、

経済的には全く余裕はありません。その時に、法政大学には家計急変奨学金という制度があるこ

とを知りました。急な申し込みにも親切に対応して下さった窓口の方には本当にお世話になりま

した。 

それからは色々な手助けもあり 4 年に進級し就職も無事決めることができました。そして卒

業が確定した今、あの時法政大学にこの制度があるということを知れて本当によかったなと思い

ます。学生にとっても家族にとっても大切な制度だと思うのでもっと多くの人に知ってほしいと

思います。 

 



 

○体育会陸上競技部からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法政大学体育会陸上競技部は、1919年に創部し、現在130名で活動しています。これまで

に箱根駅伝計75回出場、日本選手権・日本インカレ優勝、日本記録樹立などの多くの歴史と実

績を残し続けております。また、日本国内にとどまらず、オリンピックや世界選手権など数多く

の日本代表選手を輩出してきました。近年は、日本選手権4×100ｍR優勝、関東インカレで

長田拓也（経済・3）が200ｍ優勝、川端涼夏（スポ健・4）が400ｍH優勝という成績を残

しました。さらには大瀬戸一馬（スポ健・3）が世界リレー選手権大会にて4×100ｍRで日本

代表の1走を務め、銅メダルを獲得し、2016年リオデジャネイロ五輪の出場権獲得に大きく

貢献しました。 

これまで安定した成績を保持し、年々更なるレベルアップを目指し続けていられているのは、

監督・コーチ等の指導、また、日々の努力の成果でもありますが、大学ならびに体育会後援会、

OBOG会、そのほか関係者各位からの資金援助なくしては成り立ちません。 

給付いただきました奨励金は、用具費や合宿費、及び部の運営費用として使用させて頂いてお

ります。ハードルや棒高跳のポールは高価で、破損してしまうことがあります。また、長距離ブ

ロックは、秋の駅伝シーズンに向け、夏に合計4回の合宿を行いますが、合宿を行うには多大

な費用が掛かります。スポーツ奨励金により、用具の購入や充実した合宿に行くことができ、効

果的な練習ができるようになったうえ、更に質の高い練習が可能となりました。このような皆様

からの暖かいご支援のおかげで、陸上競技部はすばらしい環境の下で不自由なく活動ができてお

りますこと、改めてお礼申し上げます。 

 これからも更にパワーアップし、先輩方の有志を胸に伝統に恥じない活躍をしたいと思いま

す。 

 今後とも変わらぬご声援の程、よろしくお願い致します。 

 



○体育会サッカー部からのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃より体育会サッカー部へのご支援を賜り誠にありがとうございます。また、スポーツ奨

励金を給付いただきまして、選手・スタッフ一同心より御礼申し上げます。 

近年のサッカーブームの中で、大学サッカーも徐々に注目を浴びています。体育会サッカー

部は、創部９０年以上の歴史を誇り、これまでに数多くの日本を代表する選手を輩出してまい

りました。現在でも２０名以上のOBがＪリーグや海外を舞台に活躍しております。また、サ

ッカーだけではなく、卒業後は大手企業で活躍するOB・OGも数多くいます。 

体育会サッカー部は「選手一人一人に目の行き届くチーム」として、部員数は５９名（選手

４７名・学生スタッフ１２名）と他大学のサッカー部と比較してもけっして多いとはいえませ

ん。そのような中で、給付いただきました団体スポーツ奨励金は、クラブ運営のうえで貴重な

資金となっており、ボールの購入など用具費として使用させていただきました。ご寄付をいた

だきました皆様には大変感謝しております。厚く御礼申し上げます。 

日頃よりご支援いただいている皆様方のお力添えで、昨年度は、関東大学サッカー２部リー

グで優勝し１部リーグ昇格を果たし、夏に行われた第３８回総理大臣杯全日本大学サッカート

ーナメントでは準優勝という成績をおさめることができました。今年度は、５年ぶりの１部リ

ーグの舞台で日本一を目指すとともに、より一層の競技力の向上と強化をはかり、スローガン

である「頂戦」と、サッカーを通して「法政に関わる人を笑顔に」をモットーにして、日々の

トレーニングに励んでいく所存でございます。 

今後ともご支援、ご声援のほどよろしくお願い致します。 

 


